
大学等名：富山短期大学
テーマ ：テーマⅡ（学修成果の可視化）

Ⅰ. 「（教育課程の）学修成果」の可視化

授業計画書（シラバス機能）

学生の学修支援

科目系統図の掲載、関連授業へのリンク、予習・
復習課題の記載、教材データの添付・リンク等

成績評価基準、ルーブリックの明示

毎回の授業アンケート機能

予習・復習課題の提出機能

AP事業の効果

カリキュラム・マップの自動作成機能

毎回の授業におけるモニタリング機能の拡充

アンケート機能の拡張

Webシラバス・システムの既存機能

Webシラバス・システムの機能拡張

AP事業計画の柱

「学修成果」の可視化のための
測定手段・方法の数値化・多様化・精緻化・体系化

■「学修成果評価システム」の構築

授業科目の「学修成果」別成績入力機能、「学修成果」
別成績の自動集計・チャート化

■ 学生情報ファイル・システムの構築

個別学生の「学修成果」別成績 及び 学修履歴、
毎回のアンケート等を 一括管理

■「学修成果」に関する学生の自己評価

■ 学生アンケートの集計・可視化のシステム化

■ 第三者評価アンケートのシステム化

■ 第三者委員会の設置

Ⅱ. 学生による評価の多様化・精緻化・体系化

検討・改善

■ 授業科目の改善

毎回の授業、評価方法の内容・方法の改善

「ルーブリック」の改善 等

■ 科目群・教育課程の改善

Ⅰ. 教育課程の改善

■ 情報のフィードバックによる学習意欲の向上、
主体的な学びへの動機付け

■ 個別学生の状況に応じた学修支援の精緻化

Ⅱ. 学生支援の改善

■「育成する人材像」の見直し

■「学修成果」の見直し

Ⅲ. ディプロマ・ポリシーの改善Ⅲ. 第三者による評価の多様化・精緻化・体系化

利用

拡張拡張

利用

平成２６年度 「大学教育再生加速プログラム」 選定取組

「学修成果」の可視化により、PDCAサイクルを実質化し、「学修成果」の継続的な向上と「教育の質保証」の徹底を図る取組。
具体的には、第1に、「学修成果評価システム（LOAS）」の構築。第2に、学生による各種アンケート等の実施による、授業改善と個別学修支援の向

上。第3に、第三者評価のPDCAサイクルへの反映。第4に、「学生情報ファイル・システム」の構築による個別学修支援の向上。第5に、FD推進部会・
IR推進部会等を中心とする、教職員協働による教育改善・改革の機動的な推進体制の強化。

代表的な指標と年度計画 平成26年度
平成28年度
（目標値）

平成30年度
（目標値）

学修成果別成績評価を実施する
科目数の割合 0％ 25％ 85％

学修行動調査を実施する
対象学生の割合 0％ 100％ 100％

学生の授業外学修時間 未集計 20時間 20時間

【事業の成果】

【１．これまでの大学改革の加速】
Webシラバス・システムの構築によって進めてきた学修成果向上のため

の、授業内容・方法ならびに個別学修支援の改善を加速する。

【２．大学全体への影響】
教員による学修成果の数量的把握のみならず、学修成果に関する、学生・

第三者の多面的な外部評価を体系的に把握することによって、教育の質向上
と質保証のための全学的なPDCAサイクルを実質化する。


